


▽
市
税
収
入
が
落
ち
込
み
、
地
方
交
付
税
も
縮

小
し
て
い
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
経
費

の
削
減
・
合
理
化
に
努
め
、
特
に
人
件
費
や

公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
縮
減
や
歳
出

抑
制
に
努
力
し
ま
す
。

▽
「
第
4
次
春
日
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
、
よ
り
効
果
的
で
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上

に
努
め
ま
す
。

▽
行
政
評
価
を
活
用
し
て
、
事
務
事
業
を
体
系

的
に
整
理
し
、
よ
り
一
層
の
合
理
化
を
図
り

ま
す
。

▽
総
合
窓
口
や
窓
口
案
内
な
ど
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保
育
所
、
児
童
セ

ン
タ
ー
の
3
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
、「
子

育
て
支
援
複
合
施
設
」
を
平
成
16
年
4
月
に

開
設
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
「
子
育
て
支
援
複
合
施
設
」
内
の
保
育
所
の

定
員
を
1
1
0
人
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
待

機
児
童
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
延
長
保
育
の
時
間
延
長
の
検
討
や
、
休
日
保

育
の
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
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施
政
方
針

「輝き　ふれあい　安らぎの都市かすが」の実現に向けて
地方自治は、まさに今、変革期を迎えています。私たちがこうした時代の変化の

中にあって、時代を超えて変化しないものと、時代とともに変化していくものとを

洞察し、峻別する英知が求められていると考えています。

本年度におきましても、この厳しい状況を踏まえながら、本市の総合計画に掲げ

る将来都市像「輝き　ふれあい　安らぎの都市　かすが」の実現に向けて、市政運

営を進めてまいります。 春日市長　　井上　澄和

平成15年度 施施施施政政政政方方方方針針針針

▽
今
年
度
完
成
予
定
の
「
春
日
北
小
学
校
の
ク

ラ
ブ
舎
」
を
最
後
に
、
学
童
保
育
の
環
境
整

備
計
画
が
完
了
し
ま
す
。

▽
病
気
回
復
期

に
あ
る
児
童

を
一
時
的
に

預
か
る
「
乳

幼
児
健
康
支

援
一
時
預
か

り
事
業
」
を
、

平
成
15
年
1

月
か
ら
実
施

し
て
い
ま

す
。

▽
本
年
4
月
か

ら
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
を
、
入
院

の
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
3
歳
未
満
児
か
ら
就

学
前
児
童
ま
で
に
拡
充
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
を
含
め
て
研
究
し
ま

す
。

▽
生
活
習
慣
病
や
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、「
お
た
っ
し
ゃ
運
動
教
室
」
な
ど
健
康

づ
く
り
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▽
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
地
域
福

祉
活
動
推
進
事
業
に
対
す
る
市
独
自
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民

と
連
携
し
て
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
な
ど
の

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▽
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
春
日
市
独
自
の
負

担
軽
減
の
取
り
組
み
と
し
て
、
第
1
号
被
保

険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
低
所
得
者
を
対

象
に
減
免
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

▽
「
い
き
が
い
活
動
通
所
支
援
事
業
（
は
つ
ら

つ
倶
楽
部
）」
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
併
せ
、
痴
呆
性
高
齢
者
家
族
の
精

神
的
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
、
徘
徊

高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
導
入
し

ま
す
。

▽
障
害
者
の
外
出
に
同
行
、
支
援
す
る
「
ガ
イ

ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。

▽
「
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
習
会
」
を
開
催

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
な
ど
、
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

▽
精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
、
平
成
16
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
、
筑
紫
地
区
4
市
1
町
共
同
で
「
精

神
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
促

進
に
努
力
し
ま
す
。

▽
地
域
防
災
体
制
の
拡
充
の
た
め
、
自
主
防
災

組
織
が
全
地
区
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
協
議
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
区
単
位
で
の
自

主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施

し
、
地
域
防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▽
市
民
レ
ベ
ル
で
の
防
犯
機
能
を
高
め
る
た
め
、

防
犯
組
合
連
合
会
の
組
織
強
化
を
図
り
ま

す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

2

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
井
上
市
長
は
、
公
約
で
あ
る
「
春
日
市
の
将

来
を
見
つ
め
た
責
任
あ
る
政
治
」
の
８
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
本
年
度
の
重
要

な
施
策
を
次
の
と
お
り
表
明
し
ま
し
た
。

健
全
財
政
の
維
持
と

行
政
改
革
の
推
進

1

高
齢
者
や
障
害
者
の
福
祉
の

充
実

3

快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

4

し　　 せ　い　　ほ　う　 し　ん



施
政
方
針

3 ▽
交
通
渋
滞
の
解
消
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
、

沿
道
の
環
境
改
善
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、

光
町
交
差
点
改
良
や
歩
道
、
側
溝
の
整
備
促

進
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
や
よ
い
」
の
運
行
に

つ
い
て
も
、
市
民
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▽
春
日
西
小
学
校
と
春
日
小
学
校
の
生
徒
数
過

大
解
消
に
向
け
、
分
離
新
設
校
建
設
の
た
め

の
用
地
取
得
な
ど
を
行
い
、
良
好
な
ゆ
と
り

あ
る
教
育
環
境
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

▽
「
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
や
「
I
T
教

育
」
な
ど
の
学
習
環
境
を
整
備
し
、
学
習
体

制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

▽
本
年
5
月
か

ら
、
選
択
制
に

よ
る
弁
当
形
式

の
中
学
校
給
食

を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▽
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
る
た

め
、
体
操
服
な

ど
の
購
入
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
制
服
購
入

の
よ
う
な
入
札
方
式
に
よ
る
業
者
選
定
方
法

を
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
小
学
校
の
算
数
学

習
補
助
教
具
（
か
ず
の
お
け
い
こ
）
に
つ
い

て
は
、
学
校
備
品
と
し
て
公
費
で
負
担
し
ま

す
。

▽
幼
児
教
育
充
実
の
た
め
、
小
中
学
校
と
有
機

的
に
連
携
し
、
ま
た
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

一
元
化
な
ど
の
研
究
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

▽
新
た
な
「
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
基
本
条
例
の
制
定
を
検
討
し
ま
す
。

▽
「
春
日
市
人
権
を
尊
ぶ
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

や
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10
年
春
日
市

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
人
権
教
育
お
よ
び

啓
発
に
努
め
ま
す
。

▽
「
春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
基
本
計
画
」

お
よ
び
「
同
行
動
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

▽
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
っ

て
い
る
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、「
市
民
公
益
活
動
推
進
指

針
」
を
策
定
し
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
向
け
た
準
備
も
進
め
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

小
・
中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と

し
て
位
置
付
け
、「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
や
「
地
域
学
校
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
」
の
実
施
を
支
援
し
ま
す
。

▽
地
域
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と
協
働
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

▽
気
軽
に
楽
し
め
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の

普
及
や
市
民
参
画
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
」
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
、
安
全
に
、
そ
し
て
身

近
に
、
楽
し
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

▽
商
工
業
の
振
興
に
向
け
て
、「
商
人
（
あ
き
ん

ど
）
塾
」
を
業
種
別
で
開
催
す
る
な
ど
、
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
「
市
民
農
園
」
へ
の
市
民
の
高
い
利
用
希
望

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
整
備
拡
充
し
ま
す
。

▽
市
民
参
画
で
「
春
日
市
一
般
廃
棄
物
処
理
計

画
及
び
循
環
型
都
市
づ
く
り
行
動
計
画
」
を

作
り
、「
環
境
と
の
共
生
」
を
図
る
諸
施
策

を
検
討
し
ま
す
。

▽
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
や
生
ご
み
の
回
収
方
法
あ

る
い
は
分
別
の
細
分
化
や
有
料
化
な
ど
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

▽
市
域
全
体
で
循
環
型
都
市
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
意
識
改
革
と
併
せ
て
「
リ
ユ
ー
ス(

再

使
用)

・
リ
デ
ュ
ー
ス(

抑
制)

・
リ
サ
イ
ク
ル

(

再
利
用)

」
を
推
進
す
る
施
策
を
研
究
し
、

循
環
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
図
り

ま
す
。

▽
ゴ
ミ
焼
却
施
設
問
題
や
最
終
処
分
場
問
題
な

ど
の
広
域
行
政
課
題
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
検
討
し
ま
す
。

▽
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

報
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
行
政
情
報
の
積
極
的

な
開
示
と

提
供
に
よ

る
行
政
の

透
明
化
を

図
り
ま
す
。

▽
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ

く
り
を
進

め
る
た
め
、

市
民
と
の
情
報
の
共
有
化
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

▽
I
T
技
術
を
活
用
し
、
新
し
い
時
代
に
対
応

し
た
情
報
公
開
の
総
合
的
推
進
を
目
指
し
ま

す
。

▽
市
民
と
行
政
が
対
等
の
立
場
で
議
論
す
る

「
出
前
ト
ー
ク
」
を
継
続
し
、「
協
働
」
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

▽
地
域
の
特
色
あ
る
、
個
性
あ
る
街
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
街
づ
く
り
条
例
の
制
定
を
目
指

し
ま
す
。

▽
学
校
図
書
室
と
市
民
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
や
、
4
ヶ
月
児
健
診
時
で
の
「
フ
ァ
ー

ス
ト
ブ
ッ
ク
事
業
」
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▽
国
指
定
史
跡
「
須
玖
岡
本
遺
跡
」
な
ど
の
遺

跡
の
用
地
取
得
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
財

の
活
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

▽
平
成
16
年
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
19

回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
お
か
2
0
0
4
」
の

準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
施
に
向
け

て
、
具
体
的
な
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

▽
弥
生
の
里
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
音

楽
の
玉
手
箱
（
音
楽
家
派
遣
事
業
）
な
ど
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
既
存
事
業
の
充
実
と

見
直
し
を
図
り
ま
す
。

※
　
こ
の
「
施
政
方
針
」
の
全
文
は
、
市
役
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX

人
間
味
豊
か
な
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

6

子
ど
も
の
個
性
を
育
て
る

教
育
環
境
づ
く
り

5

環
境
に
や
さ
し
い

資
源
循
環
型
社
会
の
創
造

7

そ
の
他

開
か
れ
た
市
政
の
展
開

8



4

予
算

平成１５年度の春日市一般会計予算が決まりました。

みなさんが納めた税金など大切なお金が、何にどのように使わ

れるか、｢家計簿｣に例えて説明していきます。

ま
ず
収
入
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

昨
年
に
比
べ
て
給
料
（
市
税
）
が

1
・
8
％
、
親
か
ら
の
援
助
金

（
国
・
県
補
助
金
や
交
付
税
な
ど
）

が
3
・
8
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
景

気
低
迷
な
ど
の
影
響
な
ど
で
、
厳
し

い
台
所
事
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
支
出
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

一
般
的
に
、
支
出
に
占
め
る
生
活

費
（
義
務
的
経
費
）
の
割
合
に
比
べ

て
、
生
活
水
準
の
向
上
に
投
資
で
き

る
お
金
（
投
資
的
経
費
）
の
割
合
が

大
き
い
方
が
、
健
全
な
家
計
と
い
え

ま
す
。

春
日
市
の
場
合
、
生
活
費
の
割
合

が
お
よ
そ
45
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
医
療
費
（
扶
助
費
）
の
割

合
が
一
番
高
く
、
昨
年
に
比
べ
15
・

5
％
も
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
医
療
費
は
、
み
な

さ
ん
の
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
で
す
。

子
ど
も
へ
の
仕
送
り（
繰
出
金
）っ
て
何
？

市
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ

か
に
国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健
医

療
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
の
予
算

（
特
別
会
計
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
手
助
け
す
る
お
金

が
「
子
ど
も
の
仕
送
り
（
繰
出
金
）」

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※
　(

)

内
は
前
年
比
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

73
億
4
0
0
万
円
（
＋
4
・
7
％
）

▽
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

67
億
8

0
0
0
万
円
（
△
3
・

0
％
）

▽
都
市
開
発
資
金
事
業
特
別
会
計

5
億
5

8
0
0
万
円
（
＋
4

8
3
8
・
1
％
）

,

, ,

▽
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

1

9
0
0
万
円
（
△
36
・
8
％
）

▽
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

3
0
0
万
円
（
△
99
・
0
％
）

▽
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

26
億
8

3
0
0
万
円
（
＋
4
・

4
％
）

▽
下
水
道
事
業
会
計

収
入
　
30
億
2

2
0
0
万
円

（
＋
0
・
7
％
）

支
出
　
36
億
2

8
0
0
万
円

（
＋
1
・
1
％
）

, ,

,

,

ワンポイントレッスン

●住宅ローン（公債費）の返済って何？
みなさんが家を建てるときに住宅ローンなどを利用するのと同じよ

うに、春日市でも、1年間の収入だけでは足りない場合は、銀行などか

らお金を借りています。これは、日々の生活（市の運営）に無理な負

担をかけないようにするためです。

また、長く利用する施設を、その年の収入だけで建ててしまうと、

そのときに春日市に住んでいた人だけが負担することになってしまい

ます。このような世代間の不公平が生じないようにするためにも、借

り入れが必要なのです。

しかし、ローン（公債費）は必ず返済しなければなりません。金額

が大きくなると将来にわたって市の運営に負担をかけることになって

しまいます。

春日市では返済の金額が大きくならないよう、借金を極力押さえた

り、繰上償還したりして努力していく考えです。
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今年度の市の予算についてあらましを説明しましたが、お分かりいただけましたか。
春日市ではやりくりを重ねながら、より健全な家計を目指していきます。
詳しい内容については、市役所2階情報公開コーナーや市民図書館にある「平成15

年度の予算書」をご覧ください。
なお、分からないことがあれば、気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　財政課　 (584)1111 (584)1145FAX

給料（市税）�

家賃収入（分担金・負担金、使用料・手数料など）�

土地売払い収入（財産売払い収入）�

お祝い金（寄附金）�

預金の取り崩し（繰入金）�

昨年の余り（繰越金）�

雑収入（諸収入）�

親からの援助金（国・県補助金、交付税など）�

銀行からの借入金（市債）�

１３３億６,８００万円（＋1.0％） �

１０６億１,８００万円（－1.8％） �

９億　  ８００万円（＋3.7％） �

１億４,０００万円(+4,566.7%)�

３,５００万円（－2.8％） �

７億　 ２００万円（＋26.7％）�

３億１,０００万円（±0.0％）�

６億５,５００万円（＋2.3％）�

自分で稼ぐお金（自主財源）�

１５８億９,４００万円（＋2.9％）�

１２１億　 ５００万円（－3.8％） �

３７億８,９００万円（＋32.0％） �

親などからもらったり、借りたりするお金�

２９２億６,２００万円（＋2.0％） �合計�

食費（人件費）�

医療費（扶助費）�

住宅ローンの返済（公債費）�

家の増改築（普通建設事業費）�

１３０億５,３００万円（＋5.4％） �

４２億９,０００万円（－0.6％） 

４９億６,９００万円（＋15.5％）�

３７億９,４００万円（＋0.6％）�

生活費（義務的経費）�

修繕費（維持補修費）�

友人・知人への援助（補助費など）�

ガス・電気・水道・衣服代（物件費）�

預金（積立金）�

町内会費（投資および出資金）�

友人への貸し付け（貸付金）�

子どもへの仕送り（繰出金）�

予備のお金（予備費）�

１１３億６,７００万円（＋1.0％）�

２億５,０００万円（＋0.8％）�

５２億１,０００万円（＋2.1％）�

３２億９,３００万円（＋0.1％）�

１億８,８００万円（－29.9％）�

１億５,８００万円（＋0.6％）�

４億９,７００万円（＋0.4％）�

１７億２,８００万円（＋4.6％）�

４,３００万円（＋26.5％）�

その他の経費�

４８億４,２００万円（－4.1％）�

４８億４,２００万円（－4.1％）�

住居設備費（投資的経費）�

２９２億６,２００万円（＋2.0％） �合計�

収入

支出
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○
老
人
保
健
医
療
受
給
者

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
老
人
保

健
医
療
受
給
者
で
、
世
帯
員
の
所

得
が
一
定
以
下
の
場
合
ま
た
は
老

齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
申
請
す
る
と
入
院
時
の
食
事

代
や
一
部
負
担
金
が
安
く
な
る
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
老
人
医
療
証

▽
健
康
保
険
証

▽
印
か
ん

▽
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
す
で

に
持
っ
て
い
る
人
で
入
院
が
90

日
を
超
え
る
場
合
の
み
）

▽
領
収
書
な
ど
入
院
期
間
を
証
明

す
る
も
の
（
入
院
が
90
日
を
超

え
る
場
合
の
み
）

▽
平
成
15
年
度
の
非
課
税
証
明
書

（
平
成
15
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
て
き
た
人
の
み
）

○
春
日
市
高
齢
者
医
療
受
給
者

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
春
日
市

高
齢
者
医
療
受
給
者
で
世
帯
員
の

所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
申

請
す
る
と
入
院
時
の
一
部
負
担
金

が
安
く
な
る
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
春
日
市
高
齢
者
医
療
医
療
証

▽
健
康
保
険
証

▽
印
か
ん

▽
平
成
15
年
度
の
非
課
税
証
明
書

（
平
成
15
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
て
き
た
人
の
み
）

※
　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
は
、
7

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
申
請
は
、
8
月
1

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
医
療

担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX

入院時の自己負担を軽減

8月1日から認定証の交付申請を受付

８月の日程

出前トーク｢市長と語る｣
井上市長が各地区公民館に出向いて、市

民の皆さんと意見交換をします。気軽にご
参加ください。

日程 会場

8月 5日(火) ちくし台公民館

8月19日(火) 下白水南公民館

8月20日(水) 上白水公民館

8月26日(火) 天神山公民館

8月27日(水) 下白水北公民館

8月28日(木) 白水ヶ丘公民館

時間 午後7時～9時
問い合わせ先 行政管理課
(584)1111 (584)1145FAX

近年、本人の知らない間に偽造され
た婚姻届などが市役所に提出され、戸
籍にそのまま記載されてしまうという
事件が全国的に発生しています。
そこで市は、このような不正行為を

未然に防止するため、今後、戸籍窓口
に届書を持参した人に対して本人確認
を行うことにしました。
戸籍の届出（婚姻届・離婚届・養子

縁組届・養子離縁届）の際には、運転
免許証やパスポートなど、顔写真が貼

は

られている公的な証明書を提示してく
ださい。ご協力をお願いします。
※　公的な証明書を提示できない場合
でも届出はできますが、後日、届出
人に対し、届出があったことを郵便
でお知らせしますので、ご了承くだ
さい。

問い合わせ先 市民課
(584)1111 (584)1141FAX

市からのお知らせ�

ご
協
力
く
だ
さ
い

戸
籍
窓
口
で
の
本
人
確
認

老人保健医療受給者および春日市高齢者医療受給者の入院時の自己負担額�

※1　高齢者医療受給者の食事代の減額については、加入健康保険で減額認定の申請を行ってください。�
※2　「＋1％」は、かかった医療費の一定限度を超えた分の1％を加算。また、（　　　　  ）内は、1年間に�
　　4回以上該当した場合の限度額。   

食事代  ※1�
（1日あたり）�

入院時の保険診療分の自己負担限度額�
（1ヵ月あたり）�

一定以上所得世帯（2割負担）�

住民税非課税世帯で一定所得以下�

一　般　世　帯（1割負担）�

住民税非課税�
世帯�

90日までの入院 

1年以内の入院日 

数が91日目から 

780円 

650円 

500円 

 300円 

72，300円＋1%（40，200円） ※2

40，200円 

24，600円 

15，000円 
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春日市職員の採用試験を行います。
試験区分・募集人員
一般事務A・6人
一般事務B・2人
身体障害者を対象とする一般事務C・1人
保育士・1人

受験資格
一般事務A

昭和52年4月2日～同57年4月1日に生まれた人
一般事務B

昭和56年4月2日～同61年4月1日に生まれた人
（大学在学期間が2年を超える人を除く）
身体障害者を対象とする一般事務C

昭和49年4月2日～同61年4月1日に生まれた人
保育士

昭和52年4月2日以降に生まれた人で、保育士
の資格を有する人（平成16年3月31日までに取得

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�▽
�▽
�▽
�

見込みの人を含む）
※　いずれも採用後は自
力で通勤でき、介助な
しで事務を遂行できる
人が対象です。

第1次試験日 9月21日
(日)

試験会場 第一経済大学（太宰府市五条3―11―25）
※　試験は活字印刷文により出題し、面接は口頭で
行います。

受付期間 8月1日(金)～21日(木)(平日のみ)
受付時間 午前8時30分～午後5時
申込方法 申込書に必要事項を記入して郵送するか、

直接窓口に提出する（郵送の場合は、受付最
終日の消印有効）

※　申込用紙は、人事法制課窓口に置いています。
なお、市ホームページからも印刷できます。

申込・問い合わせ先 人事法制課人事担当
(584)1111 (584)1145
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

FAX

平成16年4月1日採用

市職員を募集します

８
月
１
日
か
ら

春
日
市
の
公
共

施
設
で
禁
煙

平和の尊さを考えてみませんか

原爆被災展

健
康
増
進
法
が
5
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
、
公
共
施
設

の
管
理
者
は
、
利
用
者
の
受

動
喫
煙
を
防
止
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
8
月
1
日

か
ら
次
の
施
設
を
禁
煙
と
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

禁
煙
す
る
施
設

▽
春
日
市
役
所

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町

1
―

1
2
0
）

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
6
―

28
）

▽
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
那
珂
川
町
中
原

な
か
ば
る

5
4
1
）

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
6
―

24
）

▽
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

（
岡
本
3
―

57
）

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
管

財
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX

長崎原爆資料館と長崎平和推進協会の協力で、世
界恒久平和について考える｢原爆被災展｣を開催しま
す。
春日市は、昭和60年に｢非核平和都市宣言｣を行い、
核兵器のない平和な世界の実現を訴えてきました。
この機会に、家族で平和の尊さについて考えてみ
ませんか。入場は無料です。
日時 7月31日(木)～8月7日(木) (月曜日は休館)

午前10時～午後4時30分
会場 ふれあい文化センターギャラリー（大谷6―

24）
内容　 被爆写真パネル展示 遺品の展示 ビデ▽
�

▽
�

▽
�

オ上映(はだしのゲンなど) 千羽鶴作成コー

ナー
問い合わせ先 福祉計画課
1(584)1111 5(584)3090

○筑紫地区｢8・6平和のつどい｣

広島に原爆が投下された8月6日にちなみ、平和
への願いを込めて、子どもたちが劇や歌を通じて
メッセージを送ります。入場は無料です。
日時 8月6日(水)

午後6時30分～（開場　午後6時）
会場 太宰府市中央公民館大ホール（太宰府市観

世音寺1―3―1）
問い合わせ先 ｢8・6平和のつどい｣実行委員会
(581)1037 (581)1603FAX

▽
�

ごじょう

かん

ぜ おん じ
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小
学
4
〜
6
年
生
を
対
象
と
し
た
教

室
で
す
。
自
然
の
中
で
、
実
際
に
木
を

切
っ
て
工
作
し
た
り
川
遊
び
を
し
た
り

し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

8
月
25
日
(月)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時(

予
定)

場
所

上
陽
町
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館

(

八
女
郡
上
陽
町
下
横
山

し
も
よ
こ
や
ま

4
8

3
8)

※
　
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

講
師

山
野
文
福

や
ま
の
ぶ
ん
ぷ
く

さ
ん
（
同
館
館
長
）

参
加
費

1

0
0
0
円
（
材
料
代
、

昼
食
代
を
含
む
）

定
員

35
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

8
月
16
日
(土)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名(

ふ
り
が
な)

、
学
年
、
学
校

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
「
夏
休
み
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
係(

〒
816
―

0

8
3
1
大
谷
6
―

24
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
団
体
連
絡
室

内)

(

584)

3
3
6
6

(

501)

1
6
6
9

日
時

7
月
24
日
(木)

午
後
6
時
〜

※
　
雨
天
時
は
翌
日
に
行
い
ま
す
。

会
場

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
（
原
町

3
―

1
―

1
）

内
容

▽
盆
踊
り
▽
太
鼓
演
奏
▽
音
楽

隊
演
奏
▽
模
擬
売
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

航
空
自
衛
隊
春
日
基

地
広
報
班

(

581)

4
0
3
1

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
子
ど
も
会
議
・
イ

ン
春
日
」
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
た
人
と
、
市
民
と
の
交
流
会
で
す
。

外
国
人
と
の
交
流
や
、
子
ど
も
が
対

象
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

す
。

日
時

7
月
26
日
(土)

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

会
場

春
日
市
役
所
大
会
議
室

参
加
費
（
一
人
）

▽
大
人
　
5
0
0
円

▽
子
ど
も(

小
学
生
以
下)

3
0
0
円

FAX

※
　
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。

申
込
方
法

7
月
21
日
(月)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
際
交
流
の

会
か
す
が
　
片
野
明
子

か
た
の
あ
き
こ

(

596)

6
3
2
6

(

5
兼
用)

あ
ん
ど
ん
祭
り
を
記
念
し
て
開
催
す

る
テ
ニ
ス
大
会
で
す
。

種
目

▽
A
パ
ー
ト
　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

(

一
般)

▽
B
パ
ー
ト
　
1
2
0
歳
ミ
ッ
ク
ス
ダ

ブ
ル
ス(

ペ
ア
の
年
齢
の
合
計
が
1

2
0
歳
以
上)

※
　
50
歳
以
上
の
女
性
は
、
10
歳
加
算

で
き
ま
す
。

参
加
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人
、
ま
た
は
春
日
市
テ
ニ

ス
連
盟
に
所
属
す
る
人(

B
パ

ー
ト
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
一

人
が
該
当
す
れ
ば
可)

日
時

8
月
17
日
(日)
（
雨
天
中
止
）

受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28)

参
加
費(

1
組)

▽
一
般
　
3

0
0
0
円

▽
連
盟
会
員
　
2

0
0
0
円

申
込
方
法

8
月
9
日
(土)(

必
着)

ま
で

に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
往
復
ハ
ガ

キ
で
、
ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
種
目
、
所

属
ク
ラ
ブ
、
勤
務
先
、
過
去
の

優
勝
者
は
優
勝
年
度
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

テ
ニ
ス
連
盟

事
務
局
　
中
牟
田

な

か

む

た

(

〒
816
―

0

8
2
3
若
葉
台
西
6
―

1
0
3

く
す
の
木
幼
稚
園
内
春
日
市
あ

ん
ど
ん
祭
り
テ
ニ
ス
大
会
係)

(

571)

0
2
5
4

(

582)

9
5
6
8

近
隣
地
域
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人(

小
・
中
学
生
を
除
く)

か
春
日
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

の
会
員

日
時

8
月
3
日
(日)

FAX

午
前
9
時
15
分
〜

(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場(

大
谷
6
―

28)

種
目(

い
ず
れ
も
A
、
B
、
C
ラ
ン
ク)

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

※
　
申
し
込
み
は
、
一
人
に
つ
き
1
種

目
に
限
り
ま
す
。

定
員

1
3
0
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

※
　
参
加
者
数
に
よ
り
種
目(

ラ
ン
ク)

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

一
人
1

2
0
0
円

申
込
方
法

7
月
18
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
出

場
種
目(

ラ
ン
ク
も)

を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
崎
幸
子

や
ま
さ
き
さ
ち
こ

(

〒
816
―

0
8
7
2
桜
ヶ
丘
3
―

73
―

1
―

8
0
1)

(

571)

7
3
0
3
（

兼
用
）

FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

�

イ
ベ
ン
ト

ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
を
つ
く
ろ
う
！

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

参
加
し
ま
せ
ん
か

国
際
交
流
の
つ
ど
い

参
加
し
ま
せ
ん
か

オ
ー
プ
ン
交
歓
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

夏
ま
つ
り

�

ス
ポ
ー
ツ

参
加
者
募
集

あ
ん
ど
ん
祭
り
テ
ニ
ス
大
会
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イラストコーナー

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

V
I
S
I
O
N
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

み
か
ん
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

カ
ラ
カ
ル
さ
ん

鳥
飼
あ
い
り
さ
ん

春
日
野
中
学
校
校
区
に
住
ん
で
い
る

人
が
対
象
で
す
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

場
所

春
日
野
小
学
校
体
育
館(
春
日

公
園
4
―

1
―

1)

連
絡
先

▽
昼
間
　
平
田
ひ
ら
た

(

584)

4
1
3
2

（

兼
用
）

▽
夜
間
　
佐
々
木

さ

さ

き

(

582)

4
7
1
6

管
理
栄
養
士
が
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
栄
養
相
談
に
応
じ
ま
す
。
生
活
習
慣

病
な
ど
が
気
に
な
る
人
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

FAX

日
時

7
月
29
日
(火)

午
後
2
時
〜
5
時

※
　
日
時
の
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

定
員

8
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談

内
容
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(
501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
8
月
1
日
(金)

「
M
R
と
C
T
で
わ

か
る
こ
と
」

小
野
新
二

お

の

し

ん

じ

さ
ん
（
放
射
線
技
師
長
）

▽
8
月
8
日
(金)

「
夏
の
病
気
〜
脱
水

〜
」

川
嶋
恒
典

か
わ
し
ま
つ
ね
の
り

さ
ん
（
内
科
医
師
）

FAX

▽
8
月
29
日
(金)

「
痛
風
予
防
の
食
事
」

香
西
康
江

こ
う
ざ
い
や
す
え

さ
ん
（
管
理
栄
養
士)

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂(

須
玖
北
4
―

5)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

573)

1
7
3
3

市
内
ま
た
は
大
野
城
市
に
住
む
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
水
生
生

物
を
採
取
し
て
川
の
様
子
を
調
べ
る

「
水
辺
教
室
」
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み

の
自
主
研
究
に
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

FAX

部
員
募
集

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
ふ
た
ば

か
。な

お
、
調
査
結
果
は
、
全
国
的
な
河

川
環
境
デ
ー
タ
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

日
時

8
月
9
日
(土)
（
少
雨
決
行
）

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

調
査
場
所

▽
牛
頸
う
し
く
び

川
▽
春
日
野
小
学

校
多
目
的
教
室
（
春
日
公
園
4

―

1
―

1
）

募
集
人
員

40
人
程
度
（
申
込
多
数
の

場
合
抽
選
）

応
募
方
法

7
月
25
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
に
、
住
所
、
氏
名

(

参
加
希
望
者
全
員)

、
年
齢

(

学
年)

、
性
別
、
電
話
番
号
を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

（
〒
816
―

8
5
0
1
春
日
市
役

所
）

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

ka
n
kyo
@
city.ka

su
g
a
.fu
ku
o

ka
.jp

市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、「
温
暖
化
防
止
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
」
に
対
す

る
市
民
の
考
え
方
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象

市
内
1

0
0
0
世
帯
（
無
作

為
抽
出
）

期
間

7
月
15
日
(火)
〜
25
日
(金)

回
答
方
法

送
ら
れ
て
き
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
返
送
す
る

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX FAX

�

健
　
康

ご
利
用
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

�

環
　
境

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
民
意
向
調
査

参
加
し
ま
せ
ん
か

環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
水
辺
教
室
」

9
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10

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
講
義
と
事
例
検
討
を
行
う
、
実
践
的

な
研
修
会
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

8
月
4
日
(月)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所

天
神
ク
リ
ス
タ
ル
ビ
ル
大
ホ
ー

ル
3
階
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

4
―

6
―

7
）

定
員

70
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
28
日
(月)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
研
修
名

「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

研
修
会
」、
会
社
名
（
団
体
名
）、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
福
岡
労
働

福
祉
事
務
所
（
福
岡
市
中
央
区

赤
坂
あ
か
さ
か

1
―

8
―

8
）

(

735)

6
1
5
0

(

712)

0
4
9
7

身
近
に
あ
る
文
化
財
を
撮
影
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
文
化
財
写
真
の
上
手
な
撮

り
方
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
19
日
(土)

FAX

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
3
―

57
）

講
師

岡お
か

紀
久
夫

き

く

お

さ
ん(

文
化
財
写
真

家)

定
員

1
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

※
　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
は
、
み

な
さ
ん
が
撮
っ
た
文
化
財
写
真
の
展

示
会
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課

(

501)
1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎(
入
門)

内
容

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

向
け
の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

仕
組
み
か
ら
作
成
・
公
開
ま

で
の
基
礎
講
座

期
日

8
月
20
日
(水)
・
21
日
(木)
・
22

日
(金)
・
25
日
(月)
・
26
日
(火)

(

計
5
日
間)

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

那
珂
川
町
商
工
会
館(

那
珂

川
町
西
隈
に
し
ぐ
ま

1
7
7
―

1)

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

1
万
円(

教
材
費
込
み)

申
込
期
間

7
月
17
日
(木)
〜
8
月
8

日
(金)

○
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
2
級

内
容

検
定
試
験
の
受
験
対
策
講
座

期
日

9
月
10
日
〜
11
月
26
日
の
毎

FAX

週
水
曜
日(

計
12
日
間)

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

会
場

春
日
市
商
工
会
館(

伯
玄
町

12
―
24)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

3
万
円(

教
材
費
込
み)

申
込
期
間

7
月
22
日
(火)
〜
8
月
26

日
(火)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

※
　
申
込
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

受
講
料
を
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

土
の
温
か
み
に
触
れ
な
が
ら
、
自
分

だ
け
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
に
住
む
小
学
5
〜
中
学
3

年
生
と
そ
の
保
護
者

日
程
　

▽
型
作
り

8
月
9
日
(土)

午
後
1
時
〜

▽
薬
か
け

8
月
23
日
(土)

午
後
2
時
〜

▽
窯
出
し

8
月
30
日
(土)

午
前
10
時
〜

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

2
階
実
習
室(

大
谷
6
―

24)

講
師

春
日
高
陶
会

こ
う
と
う
か
い

受
講
料

一
組
1

0
0
0
円

持
っ
て
来
る
物

▽
筆
記
用
具
▽
雑
巾

FAX

▽
竹
べ
ら
▽
竹
串

定
員

8
組
16
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
料
理
教
室
で
す
。
親
子
で
日
常
の
食

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

8
月
1
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
3
階
栄
養
指

導
室(

昇
町
1
―

1
2
0)

定
員

15
組(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の

▽
エ
プ
ロ
ン
▽
三

角
巾き
ん

参
加
費

一
人
2
0
0
円(

調
理
実
習

費
と
し
て)

申
込
方
法

7
月
15
日
(火)
〜
25
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

み
が
き
を
指
導
し
ま
す
。

FAX FAX

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
30
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

▽
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
▽
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

起
業
を
考
え
て
い
る
女
性
や
す
で
に

創
業
し
て
い
る
女
性
を
対
象
と
し
た
、

中
小
企
業
診
断
士
、
税
理
士
、
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。

日
時

8
月
9
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
　
相
談
は
、一
人
1
時
間
程
度
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
A
B
（
原
町
3
―

1
―

7
）

定
員

20
人
程
度

※
　
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法

8
月
1
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
同
プ
ラ
ザ
内
「
あ
す
ば
る
」

に
あ
る
申
込
書
を
郵
送
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

(

584)

1
2
6
1

(

584)

1
2
6
2

FAX FAX

�

子
育
て

�

相
　
談

�

講
演
・
講
座

ご
参
加
く
だ
さ
い

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会

魅
力
的
な
文
化
財
写
真
の
撮
り
方

撮
影
講
習
会

受
講
生
募
集

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

陶
芸
を
体
験
し
て
み
よ
う

親
と
子
の
芸
術
鑑
賞
教
室

参
加
者
募
集

親
子
料
理
教
室

ご
相
談
く
だ
さ
い

女
性
起
業
家
相
談
会

幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
歯
み
が
き

歯
み
が
き
教
室

ぞ
う
き
ん

て
ん
じ
ん



きいて�きいて�

イラストコーナー

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。ペンネームも可。
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

杏
菜
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

叶
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

M.

エ
ム
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ウ
ィ
ン
リ
ー
さ
ん

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
予
約
は
、
市
に

代
わ
っ
て
収
集
業
者
が
直
接
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

出
し
方

①
　
毎
月
20
日(

土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
そ
の
前
の
平
日)

ま

で
に
、
収
集
業
者
に
電
話
で
収

集
予
約
す
る
。
そ
の
際
に
、
粗

大
ゴ
ミ
の
種
類
に
応
じ
た
指
定

シ
ー
ル
（
税
込
1
枚
5
0
0
円
）

の
必
要
枚
数
と
受
付
番
号
を
確

認
す
る
。

※
　
一
度
に
出
せ
る
粗
大
ゴ
ミ
は
、

3
品
ま
で
で
す
。

②
　
「
粗
大
ご
み
指
定
シ
ー
ル
」
を

購
入
し
、
そ
れ
に
受
付
番
号
を

記
入
し
て
粗
大
ゴ
ミ
に
は
る
。

③
　
毎
月
第
4
回
目
の
指
定
曜
日
の

午
後
10
時
ま
で
に
、
家
の
前
に

出
す
。

予
約
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
　
収
集
業
者
は
地
区
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
自
分
の
地
区
の
担
当

業
者
は
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い

出
し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
7

見
直
そ
う
　
ゴ
ミ
の
出
し
方

粗
大
ゴ
ミ
の
出
し
方

情
報
ひ
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
16
年
4

月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
子
ど
も
の
保

護
者
を
対
象
に
、
就
学
（
入
学
）
相
談

を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
身
体
面
や
知
的
面
、
情
緒

面
な
ど
で
、
入
学
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
1
日
(金)
〜
22
日
(金)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所

市
役
所
4
階
学
校
教
育
課
窓
口

予
約
方
法

事
前
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
む

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育

課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

市
内
の
建
設
業
者
で
構
成
す
る
「
春

日
市
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、
家
の

増
改
築
か
ら
建
具
の
修
繕
ま
で
、
住
宅

全
般
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
先

FAX

▽
春
日
市
す
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー

（
春
日
市
商
工
会
内
）

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

▽
春
日
那
珂
川
民
主
商
工
会

(

573)

0
9
0
4

(

573)

0
9
6
1

▽
福
岡
建
設
春
日
市
住
宅
セ
ン
タ
ー

(

923)

6
5
4
8

(

922)

3
7
9
1

い
じ
め
や
差
別
、
暴
力
、
体
罰
、
名

誉
棄
損
、
近
隣
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内

の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時
・
場
所

▽
8
月
5
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
8
月
7
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
―
（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち2
―

2
―

1
）

▽
8
月
27
日
(水)

筑
紫
野
市
役
所
（
筑

紫
野
市
二
日
市
西
1
―

1
―

1
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

FAX FAX FAX FAX

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

が
対
象
の
教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
26
日
(土)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場
所

か
す
が
の
郷さ
と

交
流
ス
ペ
ー
ス

(

塚
原
台
3
―

1
2
9
）

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
の
郷

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(

595)

8
1
8
8

(

595)

6
3
6
1

FAX

市
教
育
委
員
会

就
学
相
談

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

住
宅
相
談

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

筑
紫
地
区
特
設
無
料
人
権
相
談
所

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

介
護
者
教
室

�

福
　
祉



里
芋
は
、
芋
類
の
中
で
も
、
低

カ
ロ
リ
ー
で
消
化
吸
収
が
よ
い
食

品
で
す
。

ま
た
、
亜
鉛
や
銅
、
体
内
の
塩

分
を
外
に
出
す
働
き
が
あ
る
カ
リ

ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含

ん
で
い
る
た
め
、
血
圧
が
気
に
な

る
人
に
は
、
積
極
的
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
食
品
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
里
芋
を
使
っ

て
作
る
コ
ロ
ッ
ケ
を
紹
介
し
ま
す
。

材
料
（
4
人
分
）

里
芋
　
3
0
0
g

レ
ン
コ
ン
　
1
0
0
g

生
椎
茸
　
4
〜
5
枚

ニ
ン
ジ
ン
　
中
1
本

豚
ミ
ン
チ
　
50
g

塩
・
コ
シ
ョ
ウ
　
各
少
々

小
麦
粉
　
適
量

溶
き
卵
　
適
量

パ
ン
粉
　
適
量

揚
げ
油
　
適
量

付
け
合
せ
の
パ
セ
リ
　
適
宜

作
り
方

①
　
里
芋
は
、
皮
を
む
い
て
蒸
し

（
ゆ
で
）、
粗
く
刻
む
。

②
　
レ
ン
コ
ン
も
皮
を
む
い
て
ゆ

で
、
粗
く
刻
む
。
椎
茸
と
皮
を

む
い
た
ニ
ン
ジ
ン
は
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

③
　
豚
ミ
ン
チ
と
②
を
炒
め
、
塩
、

こ
し
ょ
う
を
す
る
。

④
　
③
に
里
芋
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

8
等
分
し
、
小
麦
粉
と
溶
き
卵
、

パ
ン
粉
を
つ
け
て
油
で
揚
げ
る
。

⑤
　
油
を
切
っ
て
皿
に
盛
り
、
付

け
合
わ
せ
に
パ
セ
リ
を
飾
る
。

好
み
で
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
ソ
ー

ス
な
ど
を
か
け
る
。

1
個
当
り
熱
量

1
3
8
kcal

（
春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
）

今
月
の
健
康
料
理

里
芋
コ
ロ
ッ
ケ

情
報
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福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
内
の
知
的
障
害
者

通
所
授
産
施
設
「
ゆ
り
工
房
」
で
は
、

知
的
障
害
の
あ
る
人
が
毎
日
通
っ
て
、

パ
ン
製
造
や
木
工
作
業
、
軽
作
業
な
ど

生
活
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
通
所
者
の
定
員
が
増
員

さ
れ
た
の
で
、
新
た
な
通
所
者
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
者

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
か

知
的
障
害
の
判
定
を
受
け
た
人

で
、
授
産
作
業
が
で
き
る
人

募
集
定
員

5
人
（
書
類
と
面
談
に
よ

り
選
考
）

申
込
方
法

7
月
31
日
(木)
ま
で
に
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提

出
す
る

※
　
同
館
内
の
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
に
じ
」
に
も
空
き
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
育
成
の

た
め
の
研
修
会
で
す
。
障
害
者
の
適
性

に
応
じ
た
競
技
種
目
や
身
体
運
動
の
実

施
方
法
、
リ
ハ
ビ
リ
と
の
関
連
性
な
ど

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程

8
月
23
日
(土)
・
24
日
(日)
・
30
日

(土)
・
31
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

会
場

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー(
原
町

3
―

1
―

7
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内)

対
象

平
成
15
年
4
月
1
日
現
在
18
歳

以
上
の
人
で
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
貢
献
す
る
意
欲
が

あ
る
人

定
員

40
人(

選
考
に
よ
り
決
定)

参
加
費

3

0
0
0
円

申
込
方
法

7
月
31
日
(木)(

必
着)

ま
で

に
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
か
、
直
接
窓

口
に
提
出
す
る

※
　
申
込
用
紙
は
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
と
市
高
齢
障
害
課
に
あ
り
ま

す
。

FAX

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会(

〒
816
ー
0
8
0

4
原
町
3
―

1
―

7
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
内)

(

582)

5
2
2
3

(

582)

5
2
2
8

対
象

県
内
に
居
住
す
る
高
校
生

日
時

7
月
21
日
(月)

午
前
10
時
30
分
〜

（
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
）

会
場

女
性
セ
ン
タ
ー
ア
ミ
カ
ス
（
福

岡
市
南
区
高
宮
た
か
み
や

3
―

3
―

1
）

参
加
費

1

0
0
0
円

※
　
参
加
者
に
は
、
昼
食
と
参
加
賞
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
将
棋
連

盟
福
岡
筑
紫
野
支
部

(
921)
7
2
2
2

(

922)

1
1
8
1

FAX FAX

募
　
集

通
所
者
募
集

ぱ
れ
っ
と
館
「
ゆ
り
工
房
」

参
加
者
募
集

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
研
修
会

参
加
者
募
集

高
校
将
棋
竜
王

り
ゅ
う
お
う

戦
福
岡
県
大
会
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社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
、
職
場
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

8
月
1
日
(金)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

(

受
付
　
午
前
10
時
〜
午
後
3

時)

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

(

原
町
3
―

1
―

7)

内
容
　

▽
福
祉
施
設
の
求
人
担
当
者
と
の
面
談

▽
全
国
求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

▽
福
祉
関
係
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
求
職
相
談
・
登
録
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
課

(

584)

3
3
1
0

(

584)

3
3
1
9

県
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
久
留
米

く

る

め

大

学
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
配

備
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
医
師
や
看
護

士
が
搭
乗
し
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

こ
と
で
、
現
場
に
急
行
し
て
迅
速
な
救

命
医
療
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
患
者
の

救
命
や
後
遺
症
の
軽
減
を
可
能
に
し
て

FAX

い
ま
す
。

市
内
で
は
、
次
の
4
カ
所
が
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
指
定
離
着
陸
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
飛
来
す
る
と
、
騒
音
や
砂
ぼ
こ

り
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
救

急
活
動
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

離
着
陸
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大
谷
6

―

28
）

▽
春
日
高
校
（
春
日
公
園
5
―

17
）

▽
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3
―

1

―

7
）

▽
春
日
公
園

離
着
陸
の
際
の
注
意

▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
近
づ
い
て
き
た

ら
、
付
近
か
ら
速
や
か
に
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
吹
き
飛
ば
さ
れ
や
す
い
も
の
は
、
で

き
る
だ
け
室
内
に
取
り
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
離
着
陸
や
救
命
活
動
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
救
急

車
に
は
、
決
し
て
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

(

健
康
課)

○
春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

の
人
に
は
、
申
請
す
れ
ば
、
入

院
時
の
食
事
負
担
額
が
1
日
6

5
0
円
に
減
額
さ
れ
る
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
1
年
以
内
の
入

院
日
数
が
通
算
で
90
日
を
超
え

る
場
合
は
、
91
日
目
か
ら
1
日

5
0
0
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
こ
の
認
定
証

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
申
請
後

に
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
た

場
合
は
、
そ
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
春
日
市
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
持
っ
て
い
る
人

高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

て
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の

人
に
は
、
申
請
す
れ
ば
、
入
院

時
の
食
事
負
担
額
が
1
日
6
5

0
円(

入
院
日
数
91
日
目
か
ら
1

日
5
0
0
円)

、
保
険
診
療
分
の

自
己
負
担
限
度
額
が
1
カ
月
2

万
4

6
0
0
円
に
軽
減
さ
れ

る
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

で
一
定
所
得
以
下
の
人
は
、
食

事
負
担
額
が
1
日
3
0
0
円
、

保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
限
度

額
が
1
カ
月
1
万
5

0
0
0

円
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証(

持
っ
て
い
る
人)

▽
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証(

す
で
に
持
っ
て
い
る

人
で
、
入
院
が
90
日
を
越
え
る

場
合
の
み)

▽
領
収
書
な
ど
入
院
期
間
を
証
明

す
る
も
の(

入
院
が
90
日
を
超
え

る
場
合
の
み)

▽
平
成
15
年
度
の
非
課
税
証
明
書

(

平
成
15
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
し
て
き
た
人
の
み)

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

,

,

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金

課
国
保
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX

国
保
い
ろ
い
ろ

�

そ
の
他

応
援
し
ま
す〝
福
祉
の
仕
事
〞

福
祉
の
職
場
説
明
会

ご
理
解
・
ご
注
意
を

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行

春日市国民健康保険高齢受給者の入院時の自己負担額�

※　「＋１％」は、かかった医療費の一定限度を超えた分の１％を加算。また、（　　）内は、１年間に４回�
　以上該当した場合の限度額です。�

食事代標準負担額�
（１日あたり）�

入院時の保険診療分の自己負担限度額�
（１ヵ月あたり）�

一定以上所得世帯�

住民税非課税世帯で一定所得以下�

住民税非課税�
世帯�

90日までの入院�

1年以内の入院日数が�
91日目から�

一　般　世　帯�
780円�

72，300円＋1％（40,,200円）※

40,200円

24,600円

15,000円

650円�

500円�

300円�

軽
減
し
ま
す
　
入
院
時
の
自
己
負
担
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受
動
喫
煙
の
害
が
叫
ば
れ
、
新
し

い
法
律
が
で
き
る
中
、
愛
煙
家
に
と

っ
て
は
ず
い
ぶ
ん
肩
身
の
狭
い
世
の

中
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
、「
本
数
を
減
ら
し
た
い
」

「
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
」
と
考
え
て

い
る
人
は
全
体
の
半
数
以
上
に
も
達

し
、
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
け
ど
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
と
悩
ん
で
い
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。

で
は
、
禁
煙
に
成
功
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
１

禁
煙
の
「
準
備
」

▽
禁
煙
に
対
す
る
動
機
を
明
確
に
す

る
な
ぜ
禁
煙
に
取
り
組
む
の
か

を
紙
に
書
い
て
壁
に
は
り
、
い

つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
周
囲
の
人
に
禁
煙
宣
言
を
す
る

禁
煙
は
家
族
、
友
人
、
職
場

の
人
な
ど
の
協
力
も
大
切
。
禁

煙
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
意
志
も
固
ま
り
ま
す
。

▽
禁
煙
開
始
日
を
決
め
る

あ
ま
り
ス
ト
レ
ス
が
な
く
時

間
に
ゆ
と
り
が
あ
る
時
や
連
続

し
て
仕
事
の
休
み
が
と
り
や
す

い
時
、
ま
た
誕
生
日
な
ど
の
特

別
な
日
な
ど
を
禁
煙
開
始
日
と

決
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

▽
環
境
を
整
え
る

身
の
回
り
に
あ
る
ラ
イ
タ
ー

や
灰
皿
、
残
り
の
タ
バ
コ
は
迷

わ
ず
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
２

禁
煙
の
「
実
行
」

禁
断
症
状
の
多
く
は
、
体
の
中
か

ら
ニ
コ
チ
ン
が
抜
け
出
す
た
め
に
現

れ
ま
す
。
こ
れ
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
禁
煙
開
始
2
〜
3
日
後

が
最
も
強
く
、
長
く
て
2
〜
3
週
間

で
解
消
し
ま
す
。

禁
断
症
状
に
打
ち
勝
と
う

▽
タ
バ
コ
が
吸
い
た
く
な
っ
た
と
き

・
冷
た
い
水
や
熱
い
お
茶
を
少

し
ず
つ
飲
む

・
深
呼
吸
を
す
る

・
歯
を
み
が
く

・
冷
た
い
水
で
顔
を
洗
う

▽
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
き

・
音
楽
を
聴
く

・
散
歩
な
ど
軽
い
運
動
を
す
る

▽
頭
痛
が
す
る
と
き

・
深
呼
吸
を
す
る

・
足
を
高
く
し
て
仰
向
け
に
寝
る

▽
体
が
だ
る
い

・
睡
眠
を
十
分
に
取
る

・
軽
い
運
動
を
す
る

▽
眠
れ
な
い
と
き

・
カ
フ
ェ
イ
ン
入
り
の
飲
み
物

は
避
け
る

・
軽
い
運
動
を
す
る

・
ぬ
る
め
の
風
呂
に
入
る

▽
便
秘

・
野
菜
を
食
べ
、
水
分
を
多
く

摂
る

禁
煙
後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
咳
や

痰
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
気
道
の
機
能
が
回
復
し
始
め
た
こ

と
に
よ
る
一
次
的
な
現
象
で
す
。
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。

ス
テ
ッ
プ
３

禁
煙
の
「
継
続
」

せ
っ
か
く
禁
煙
を
達
成
し
て
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
タ
バ
コ

に
手
が
伸
び
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
禁
煙
を
始
め
て
3
カ

月
以
内
が
難
関
の
よ
う
で
す
。

▽
喫
煙
再
開
の
き
っ
か
け
を
予
測

し
、
対
処
法
を
考
え
る

お
酒
の
席
や
対
人
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
、
気
分
の
落
ち
込
み
な

ど
が
き
っ
か
け
で
、
つ
い
吸
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。で

き
る
だ
け
お
酒
の
席
は
避

け
、
ま
た
、
喫
煙
者
の
隣
に
は

座
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
禁
煙
を
継
続
す
る
た
め
の
コ
ツ

・
「
今
日
1
日
禁
煙
し
よ
う
」

な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
目

標
を
お
く

・
気
楽
な
気
持
ち
で
禁
煙
を
続

け
る

・
禁
煙
し
て
い
る
こ
と
に
自
信

を
持
つ

長
年
の
喫
煙
習
慣
を
変
え
て
、
新

し
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
れ
を
克
服
す
れ
ば

健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
一
度
や
二
度
禁
煙
に
失
敗
し
て

も
、
あ
き
ら
め
ず
に
気
長
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

最
近
で
は
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど
の
禁
煙
補
助
剤

も
あ
り
ま
す
。
禁
断
症
状
が
強
く
出

る
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
、
利
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。

保
健
師
　
　
寺
田
て
ら
だ

貴
代
き

よ

禁
煙
の
す
す
め

試
験
日
時

10
月
19
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

申
込
期
限

7
月
18
日
(金)

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
2
4
2

「
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
事
故
の
加
害

者
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
納
得

い
か
な
い
」
こ
ん
な
疑
問
を
持
つ
人
の

た
め
に
、
検
察
官
が
行
っ
た
処
分
が
正

し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
が
検

察
審
査
会
で
す
。

検
察
審
査
会
は
県
内
に
7
ヵ
所
あ

り
、
福
岡
地
区
は
有
権
者
の
中
か
ら
抽

選
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
こ
の
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
に
は
、
市
民
の
代
表
と
し

て
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
検
察
審
査
会
事

務
局(

福
岡
地
方
裁
判
所
内)

(

781)

3
1
4
1

FAX

こ
ん
に
ち
は
　 

健
師
で
す�
福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会
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人
体
の
不
思
議

「
人
体
の
不
思
議
展
」
に
行
っ
て
き

た
。
会
場
は
、
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
、
人
体
に
対
す
る
関
心

の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
た
▼
死
ん
だ
ヒ

ト
の
体
を
解
剖
し
、
特
殊
処
理
を
施
し

て
製
作
し
た
と
い
う
数
十
点
の
立
像
標

本
を
前
に
、
来
場
者
の
反
応
も
さ
ま
ざ

ま
。
ま
じ
ま
じ
、
恐
る
恐
る
、
見
入
っ

て
い
た
。
医
学
・
医
療
分
野
で
し
か
お

目
に
か
か
れ
な
い
体
の
奥
深
く
の
臓
器

や
つ
く
り
を
立
体
的
に
、
し
か
も
ホ
ン

モ
ノ
で
確
か
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
誰

に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
は
ず

▼
ふ
と
、
自
分
が
執
刀
し
た
解
剖
の
経

験
が
甦

よ
み
が
えっ
た
。
中
学
校
の
理
科
の
授
業

で
の
カ
エ
ル
の
解
剖
だ
。
人
体
に
は
程

遠
い
が
、
そ
れ
な
り
に
神
秘
的
な
仕
組

み
に
感
動
し
た
。
同
時
に
、
解
剖
後
に

縫
合
し
て
放
し
て
や
る
と
ば
か
り
信
じ

て
い
た
子
ど
も
心
が
裏
切
ら
れ
、
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
の
も
懐
か
し
い
▼
各
地

を
巡
り
、
好
評
を
博
し
た
こ
の
不
思
議

展
は
、
後
世
ま
で
見
る
人
を
感
動
さ
せ

続
け
る
だ
ろ
う
。
進
ん
で
標
本
と
な
っ

た
こ
れ
ら
の
尊
い
人
々
に
感
謝
し
た
い
。

身
を
呈
し
て
知
識
を
与
え
て
く
れ
た
カ

エ
ル
で
は
な
い
が
、
果
た
し
て
自
分
は

ど
の
よ
う
な
形
で
役
に
立
て
る
か
、
臓

器
提
供
な
ど
の
選
択
も
考
え
さ
せ
ら
れ

る
い
い
機
会
と
も
な
っ
た
。

子育て通信�

No.25

保育所（園）名� 電話番号�

春日原保育所�

岡本保育所�

昇町保育所�

大和保育所�

須玖保育所�

571-0153 

591-3617 

571-1915 

571-3267 

501-3090

原�

岡�

昇�

大�

須�

保育所（園）名� 電話番号�

白水保育所�

春日東保育所�

若竹保育園�

春日中央保育園�

あいあい保育園�

まみぃ保育園�

582-265

591-191

591-602

581-864

915-755

588-730
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昇�
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大�

岡�
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須�

中�
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春�

昇�

岡�
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須�

須�

中�

白�

春�
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東�
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若�

中�
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子 育 て � ポイント�ワン�

作ってみよう  手づくりおもちゃ（乳児用）�

ペットボトルで作る水遊びや泥んこ遊びのおもちゃ�

このコーナーは、保育所（園）の保育士が担当しています。掲載は奇数�
月の15日号です。ご意見・ご感想をお寄せください。（こども未来課）�

おさそい行事 （7月15日～9月14日）�

7月15日（火）�
�

19日（土）�
22日（火）�

�
23日（水）�

�
24日（木）�
26日（土）�

�
�

8月2日（土）�
�

4日（月）�
5日（火）�
6日（水）�
7日（木）�
8日（金）�
12日（木）�

�
20日（水）�
21日（木）�
22日（金）�
23日（土）�
28日（水）�

9月2日（火）�
3日（水）�
4日（木）�
9日（火）�
10日（木）�
13日（土）�
14日（日）�

おはなし会（8月19日も）�
いないいないばあ（毎月第3火曜日）�
夕涼み会�
あそぼ会（手作りおもちゃ）�
おはなし会（毎月第4火曜日）�
なかよし会（お砂場で水遊び）�
読み聞かせ�
おもちゃを作ろう！「なかよしクラブ」（須玖北公民館）�
あいあいクラブ�
夏まつり�
夏まつり（雨天時は8月2日）�
夏まつり�
夏まつり�
誕生会�
どろんこコネコネ！�
水遊び（参加は10組まで）�
誕生会�
なかよし会（水あそび）�
一緒にワイワイ遊ぼう会（9月9日も）�
看護師さんのはなし（毎月第2火曜日）�
あそぼ会（体操あそびを楽しもう）�
お誕生会�
夏を楽しもう�
あいあいクラブ�
せみとりにいこう！｢なかよしクラブ｣（須玖北公民館）�
どろんこコネコネ！�
お外で遊ぼう（参加は10組まで）�
誕生会�
なかよし会（どろんこあそび）�
あそぼ会（楽しい紙芝居）�
親子レクリエーション�
運動会（天神山小学校グランド）�

水遊びや泥んこ遊びで楽しもう！�
　暑い夏がやってきました。この夏は、心も体も開放して遊

べる水遊びや泥んこ遊びを楽しんでみませんか。�

　初めての水遊びや泥んこ遊びは、少し抵抗があるかもし

れません。無理やりさせるのではなく、お風呂の経験を生か

したり、手指での水や土との感触遊びなど好きな遊びから

自然な形で水遊びや泥んこ遊びにつなげていきましょう。｢お

もしろい｣｢遊んでみたい｣と思える気持ちづくりを大切にし

てください。�

①シャワー�

ペットボトルのふ

たに穴をあければ

完成。�

②バケツ�

ペットボトルを

半分に切る。穴を

あけ、リボンやワ

イヤーで持ち手

をつけたら完成。�

③型抜き�

ペットボトルの上下の部

分を切り取って完成。�

④スコップ�

ペットボトル�

をななめに切って�

完成。�

みなさん保育所に遊びにきませんか�

※　ペットボトルの切り口は、ライターなどの火で軽くあぶって�

　おくと安全です。（あぶりすぎると溶けるので注意）�

(後)



6月21日、須玖小学校で、子どもの料理・手芸教室｢はらぺ

こあおむし｣が行われ、小学生28人が参加しました。

これは、福岡女学院大学のボランティアグループ｢たんぽ

ぽ｣が、子どもたちに土曜日を有意義に過ごしてもらおうと行

っているもので、今回で3回目。

子どもたちは、｢たんぽぽ｣のお姉さんたちに教わりながら、

みんなで協力して｢オムレツケーキ｣と｢アイスクリーム｣を作

りました。

6月13日、市民スポーツセンターで「第4回春日市交通安全子供自

転車大会」が行われ、市内10小学校から、4年生以上の13組計65人

が出場しました。

この大会は、筑紫交通安全協会春日支部を中心に、子どもたちに交

通安全のルールを身に付けてもらおうと行っているもので、学科試験

と実技試験が行われました。

実技試験では、どの子もやや緊張した様子でしたが、後方や左右へ

の大きな声・動作による安全確認や8の字走行など、これまでの練習の

成果を発揮していました。

その結果、団体の部で大谷小学校が優勝し、6月28日に行われた県

大会に出場。見事、優秀賞を受賞しました。

自然体験を通して子どもの健やかな成長を願う「学び合い塾」

が、6月22日から始まりました。

これは、NPO法人子育てネットワークが主催して、年4回、子ど

もたちに水生生物調査や秘密基地作りなどを体験してもらうもの。

この日は、約30人の参加者が牛頸川に入り、網ですくったり、

石を裏返したりして川に住む生物探しを楽しみました。

子どもたちは、思いがけず取れた大ナマズに、「こんな川にこん

な大きな魚がいたんだ」と興奮気味に見入っていました。

大きな声で安全確認　春日市交通安全子供自転車大会

「学び合い塾」自然調査隊　牛頸
う し く び

川で生き物探し

市 の 人 口

●市の人口 108,793人

女 55,186人　男 53,607人

●世 帯 数 42,341世帯
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6月22日、牛頸川に住む水生生物の
調査。何が捕れたか？何が捕れる
か？子どもたちの期待と緊張の表
情に自然体験の効果がありあり…

表
紙
の
写
真

今からおよそ1,800年前の
弥生時代後期に作られたもの
で、竹ヶ本遺跡(弥生5丁目)か
ら出土しました。長さ4.8cm
の大型品で、丁寧に磨かれて
います。
弥生時代の水晶製品は類例

が少なく、貴重な資料といえ
ます。

水晶製の装身具

(6/15現在)

し
っ
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り
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立
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▲

福岡女学院大学ボランティアグループ｢たんぽぽ｣ 子どもたちと簡単！楽しい！クッキング

▲手伝ってくれたボランティアと一緒に
生き物探しを楽しむ子どもたち

▲ゆっくりと慎重に8の字走行中！
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